
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形原中校長だより  令和４年 10 月 17 日 (月)  N0, ６5   

  

～ふるさと形原を愛する形中生～ 

 

 

９月の下旬から、昼の放課と帰りの

時間に SKaT 広場を使って、３年生が

合唱コンクールの練習を始めました。 

校長室まで歌声が聴こえてくるの

で、その度に仕事を中断して SKaT広場

まで足を運んでいました。 

男子のどしっとした低音と女子の美しい高音で奏でるハーモニーは、聴いている人の心を

癒やし、幸せな気持ちにさせてくれます。コロナでこういう機会がありませんでした。校内に歌

声が響くことの気持ち良さを、久しぶりに感じることができました。 

１０／６(木)、３年生の合唱コンクールが体育館で行われま

した。審査をしていただいた西浦中の小澤校長先生から、｢マ

スクをしたままでもこんなに歌声が響くことにびっくりしました。マ

スク越しでも表情が伝わる合唱でした。今日が終わりではな

く、卒業式でも思いをのせた歌声を聴かせてほしい。｣という評

価をいただきました。 

最優秀賞は５組に輝きましたが、どのクラスも甲乙つけがた

い素晴らしい合唱でした。３年生の合唱にかける熱い思いと

団結力、迫力ある声量と美しいハーモニーは、会場で聴いて

いた後輩たちの心に届いたと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/11（火）に、『形原中学校第 25回卒業生同級会』様

より本校へ 6 万５千円の寄付をいただきました。代表の浅

井さんが、『少ないですが、生徒たちのために、有効に使って

ください。』と寄付金を手渡してくださいました。 

今年は、地元の厄年会、還暦会、卒業生の方等から多くの

寄付（５回目）をいただいています。コロナで思うように資

源回収の収益があがらない中、本当にありがたいことです。

形原の人は『わしゃが中学校』という思いで、いつも見守っ

てくださっています。私たちもこの気持ちに応えられるよう

に、地域のためになる活動をしていきましょう。 

壁谷通晴様より 30万円の

 

第 25回同級会様より 6万 5千円の

7/25（月）に、地域の壁谷通晴様より、30万円の寄付をい

ただきました。 

壁谷様は、『この寄付金でドローンを購入してほしい。そし

て、授業や行事等で活用することで、生徒たちがドローンを操

作したり、プログラミングしたり、撮影したりすることに興味

を持ってほしい。』という願いを語られました。 

その願いに応えるべく、現在、ドローンをどのように授業や行事等に生かすか検討中で

す。ドローンを飛ばせる日を、楽しみにしていてください。 

３年生のみなさん、今日は僕たちのため

に素敵な歌を聴かせてくれてありがとうござい

ました。３年生の歌声には、とても全力の気

持ちがこもっていて、今日まで本当に頑張っ

て練習したんだなということが伝わってきまし

た。僕も歌を歌う時が来たら、３年生のように

素敵に歌いたいです。  １年  K . I 

３年生の合唱を聴いていて思ったことは、

すごく迫力があって体が震えてびっくりしたこと

です。声がものすごく大きくて、クラス全体の

声が合わさっていてすごいなと思いました。 

音の強弱がしっかりしていて、盛り上がる

サビの部分の迫力を感じました。私たちも本

番に向けて練習しているので、３年生の合

唱を聴いて、改めて頑張りたいと思います。 

けれど、勝つためというより、全学級が３

年生のように輝けるように頑張りたい、と考え

が変わりました。こう思えたのも３年生の合唱

を聴けたからだと思います。合唱を聴かせて

くれた３年生を尊敬しています。ありがとうござ

いました。       ２年  A . K 


